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『曾根崎心中』～恋の手本となりにけり～ 
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●本堂は、日頃の空間と変わって、幻想的な雰囲気で息をすることもた

めらうくらいに緊張感が漂います。 

 

日本人のすばらしさに驚いた外国人  

ロシア人の監督が、日本を代表する近松門左衛門の

作品をお寺の空間で演出する初めての試みです。 

『曾根崎心中は』遊女お初と徳兵衛の悲恋物語で、

心中にいたる二人の運命に、日本人は３００年間、涙

を流してきた作品です。この名作を、ロシア功労芸術

家のアニシモフが演出しました。 

豊島区の後援ををもらって！ 

 今回の公演は、NPO ライフデザインが主催したも

ので、豊島区の後援も頂いたものです。檀家さん以外

にも広報などで申し込まれた方も多くいました。昼夜

２部の各８０席の公演は、どちらも満席で、お初のふ

りしぼる心からの声と涙に感涙してしまいましたね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アニシモフは・・・ 

 本堂のエネルギーを感じました。日本の伝統芸能が

もつ宗教性の根幹は、「成仏」に思想があります。お初

と徳兵衛は､純粋な愛によって、障害を乗り越え、人間

として精神的に完成していく。つまり「仏になれる」

のです。  

★本堂の祈りの空間を劇場にしてしまうことにアニシモフは抵抗

を感じていました。もちろん住職もです。しかし、どんな世界で

あれ、精神性を極めていけば、そこには一つの答えしかないと思

っています。あなたの求める演劇は、その程度のものなのですか

という住職の問いに答えた公演でした。「劇場とは違う気持ちにな

りました・・・」とは、多くに参加者の感想でした。（住職記） 


